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ダブル連結トラック
（２１ｍ超車両）

運行台数の増

複数社による共同輸送

後続有人実証実験
期間：2018.1~
路線：北関東道・新東名・上信越道

～2021年
後続車有人隊列
走行の商業化

個社による運行

複数社による共同運行

2022年度以降
東京～大阪間後続車無人
隊列走行システムの商業化

個社による運行

複数社による共同運行

完全自動運転トラック実現

本線合流部合流制御
・流入交通量の多いICで隊列車両通過時
の合流車両の流入コントロール

※IC・ＪＣＴ合流部 合流車線長延伸

専用の走行空間の確保
・時間帯限定（夜間など柔軟な運用）
（並行路線も含め空間再編）

2018年度 2019～2021年度 2022年度～

実験

隊列走行

自動運転

専用の走行空間に直結する物流拠点
の整備

専用の走行空間に直結する休憩施設
の整備

新しい物流システムに対応した高速道路インフラ（これまでの議論の整理）

本
格
導
入

本線合流部注意喚起
（車両感知LED標識等）
・本線の隊列走行を検知し、
本線合流車両に情報提供 等

専用の走行空間への合流ランプ
・物流拠点、休憩施設と専用の走行空間
との直結ランプも含めた分合流部の整備

物流事業者のニーズを踏まえた対象路線の拡大

一般車・物流車混在走行

隊列形成・分離スペースの確保
近傍のSA／PA既存休憩施設を拡幅

隊列車両に対応した休憩用駐車エリアの整備

〇車両技術開発やビジネスモデル検討とインフラ検討の連携
⇒システム最適化／トータルコスト最小化

〇完全自動運転の実現も念頭に置いたインフラ検討

既存休憩施設に大型車マスの増設

駐車場予約システム（有料）

民間施設直結スマートIC

隊列車運行管理システム
（隊列車の運行ダイヤ作成やマッチング等）

路面標示等の交通安全施設や舗装等のメンテナンス

マスタープラン／段階的整備プログラムの策定

ダブル連結トラックの隊列走行

後続無人実証実験
期間：2019.1~
路線：新東名

走行車両への情報提供
（規制・事故・渋滞・ 駐車場満空情報など）

技術検討（ランプメータリング等）

中継物流拠点（路外型）
例）コネクトエリア浜松

休憩スペース

分合流部

走行空間

連結・分離スペース

交通マネジメント

交通安全施設 等

隊列車運行管理システム

2019年4月時点 5社12台運行
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